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年代測定の狙い

縄文時代を通 して際立つ現象の一つに､関東以西の沿岸に前期後半 ･諸磯C式土器段階

の貝塚が極端に少なく､遺跡の絶対数も乏しい｡東海地方でも同様に当該期の貝塚は存在

せず､沿岸 とそれに続く平野部では遺跡もほとんどなくなる｡この現象を惹起 した理由は

何かが課題として存在する｡

関連して遺跡が少ないため諸磯(二式の年代測定例は乏しい｡(今村 ･辻･春成 1994)で示唆

されたように､これまで行われていたおおまかな年代枠の設定ではなく､編年上の各型式

の継続時問を視野に置いた新 しいデータ集積のため､短期間にパックされた信頼のできる

資料としてぜひ測定したいと考えた｡

加曾利E式段階の東海地方における筆者の編年は関東 ｡中部山岳との比較に適合する部

分が多いと考えるが､加曾利E3式平行と理解 している取組式土器住居虻のデータは上記

の目的に沿う信頼度の高い資料と評価 した｡以上が中村俊夫氏に共同研究として測定をお

願いした理由である｡

ヒロノ遺跡の概要

本遺跡は愛知県の北東端に位置 し､長野県下伊那郡と岐阜県恵那郡に隣接する｡ 矢作川

の支流である野人川の段丘面(標高 478m｡北緯 35014′ 51′′､東経 137032′15′′)に

立地 し､縄文前期後半～後期前葉まで継続的な居住が認められる｡ 2回の調査によって 1

0軒の竪穴住居地､埋葬と推定される土墳 13基､同深鉢 3を検出している｡今回(第 2次)

調査では前期後半と中期末の住居地および炉穴各 1､および埋葬土境を検出し 1999年報

告書を刊行 している｡ 縄文前期後半に始まり中期後半に最盛期を迎える矢作川(根羽川)疏

域の定住型基幹集落の一つと評価できる遺跡である｡ 前期後半としては矢作川(根羽川)や

や下流の岐阜県側に久武瀬遺跡が有力な遺跡としてある以外､定住型の遺跡は他に検出さ

れていない｡

第 2次調査の契機はNTT東海移動通信網会社の電波中継施設建設に伴う事前調査とし

て､稲武町教育委員会が主体者､増子が調査担当となり1998年 8月に実施した｡

炉穴 :遺跡の南西において､斜面下方に直径 1.5m深さ 1.3mの土壌を掘 り､その下底か

ら斜面上方へ向けて長さ約 1mの煙道をトンネルとしてつくる｡焚口である土壌下底部分

の煙道は横幅約 1m高さ 40cm､テーパー状となる末端の煙出しは幅 50cm でその周辺の

地面は平坦に加工される｡. 全体の長軸 2.3mである｡報告では軸方向を南北と書いたが､

正確には南東一北西が正しいので訂正する｡煙道の傾斜は焚口付近か ら約 30度で立ち上
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がり､中央付近では 20度､煙出し付近から再び約 30度となる｡煙道の東側は崩壊がある

が トンネルの旧状は比較的良好に残され､煙道内と焚口の中ほどまで細かい炭化物と灰を

含む黒灰色サバ土が充満していた｡

トンネル状の煙道を備えた炉穴は早期押型文土器段階の例が三重県に､稲武町では子種

遺跡に早期後半の元野～粕畑式段階の類例が報告されている｡用途は明確ではないが薫製

施設という推測があり､煙出し周辺を注意して探査した｡地山を平坦に加工した痕跡はあ

ったが､柱穴等建物の存在を証明する遺構は確認できなかった｡

炉穴内の遺物 :21個体分の縄文前期土器破片と石器 11例が存在した｡土器は数片の中

期後半の細片資料を含むが､発掘時の混在と推定される｡土墳部分には多くの川原石が存

在したが､それらは炉穴の廃棄後に投入されたと推測できる状況であった｡

土器は黒灰色サバ土層中に含まれ､完形品はないが比較的大形の破片を含む｡破断面は

新鮮で器面には厚いスス状炭化物に覆われたものもある一方､表面剥離が目立ち保存はか

ならずLも良好ではないが､二次的移動の痕跡は少ない｡

土器の特徴は比較的薄い器壁の縄文を多く用いるA群と､集合沈線を特徴とする比較的

厚手のB群に大別した｡A群は東海西部(愛知 ･岐阜)に主体的に分布する大麦田Ⅲa式土

器である｡ ヒロノ炉穴資料の過半数を占めており､A群の半数は縄文以外に文様のない単

純な深鉢形の粗製土器､半数は数条の細い粘土紐を口綾部に貼付して文様とする精製土器

である｡後者は粘土紐の上に縄を回転し縄文施文する例が多く特徴である｡

B群は関東から中部山岳地帯に分布の中心を持つ､半裁竹管集合沈線帯文を主とし貼付

の少ない諸磯C式土器の最も古い一群に類似する｡ヒロノ炉穴土器の約 1/3を占める｡

石器は土器と同じく黒灰色サバ土層中に含まれ､矢作川床に存在する玄武岩を素材とす

る小形打製石斧と石核 ･磯器､花南岩の平盤石皿と磨石､流紋岩の石匙､黒曜石の使用痕

ある剥片からなる｡段丘上に存在する前期後半一般の石器組成と変わらない｡

縄文中期末住居地 :南北長が 5.1mの隅円方形プランの竪穴住居地｡床面中央に方形石囲

炉 (北側の右列の東西端に石棒を埋立している)がある｡住居地床面上は4層の覆土から

なり､方形石囲炉の真上に 30年を越えるクリが植えられていたが､断面図に記録したよ

うに､各々の堆積状況は後世の撹乱を認めない｡

遺物は層位的に取 り上げ分離して報告した｡周清 ･炉内の土器と､覆土層の土器には微

妙な差違がある｡覆土層の土器群は縄の結節を回転する下伊那タイプが多く､結節回転の

みの新しい要素が目立つ(神村 1978)｡ただ口綾部文様区画帯を残すものがあり､本遺跡で

結節回転が消失している土壌SKIO(中期最末-山の神]式)よりは古い｡

炉内と周港内の土器は 10片中2片に結節回転があり共に縄文を併用する古いタイプで

あること｡胴部懸垂文に縄文を多用することから取組式段階に比定することができる｡ま

た覆土層にはない唐草文系土器の二条 1単位の隆帯文土器を伴うこともこの推定を裏付け
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するであろう｡ 以上の詳細は文献 2を参照｡

測定 の結果

測定を依頼 した資料の内､保管 してあった炉穴の煙道中央付近西側の黒灰色サバ土層下

部サンプルからピンセットにより微細炭化物をピックアップした資料は､炭素 14年が4830

±60(yrBP)較正 した年代がCalBP5590(NUTA2-135)｡

SB2方形石囲炉内の炭化物(木の枝 ?)は､炭素 14年が 4260±60(yrBP)較正 した

年代はCz止BP4830(NUTA2-134)｡以上の測定結果を 2000年 4月 19日付の中村氏の

お手紙にてご教示いただいた｡

これらの炭素 14年数値は､岡谷市大洞の十三菩提式平行で4870±110(Ⅰ-13830)5250

±110(【-13829)のデータがあり､下伊那郡増野新切 14号住 4160士105(GaK-13829)

は取組式よりほぼ二型式古い火災住居地と推定される｡以上参考資料を掲げておく｡

謝辞 :加速器質量分析測定法の援用による精細な年代測定データの集積に数少ない最適な資料と確

信して､炭素 14年代測定を共同研究としてお願いし.これに応え頂いた中村俊夫氏に感謝いたしま

す｡

この分野のデータの集積は､同時存在の住居地数の解明など全く新しい展望をもたらす可能性が

強い｡熟練した土器屋の協力が不可欠であり､同学の士に積極的にデータを増やすよう呼びかけた

い｡
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